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キュベーションセンター１）を通じて，ソーシ

ャルアントレプレナー（以下，SE）２）として

輩出させる可能性について検討することを目

１．はじめに

　本研究は，トップアスリートを企業のイン

表１　企業スポーツの変遷と社会情勢

出典：経済産業省「企業スポーツの新しい関係性構築に向けて」（2001）を元に改編 
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的とする．トップアスリート自身は，競技生

活を送る中でさまざまな能力を体得してお

り，その中で暗黙知の１つとしてSEとして

の親和性があることを仮説として，本研究に

取り組むことにした．そこで今回の発表で

は，（１）先ず，広く社会一般に影響力を持つ

トツップアスリートは，企業がCSR３）経営を

基軸にするなか，その内外でどのような状況

にあるのかを概観し，（２）企業スポーツの変

遷を鑑みながら，現在のトップアスリートの

キャリアトランジションにおいては，どのよ

うな展開がなされているのかの実態を整理し

た．（３）そして，現在すでにアスリート以外

のSEを養成するインキュベーションセンタ

ーを展開している民間企業の具体的事例を参

照し，そこでのインキュベーションセンター

のしくみや，特徴などを整理し，トップアス

リートをSEとして育成することの意義と，

その親和性について試論を展開する．

２．トップアスリートを支える企業環
境

　スポーツ基本法では、日本を代表するトッ

プアスリートの活躍について，広く社会へイ

ンパクトをもたらすものと記されている．ト

ップアスリートの多くは，プロ選手とは別に

企業スポーツ内で現役生活を送っている．日

本企業は，かつて経験したことのないグロー

バル化やIT化により，企業にとってそのしく

み自体を大きく変化させるものになってい

る．そうした環境の中、企業は生き残りをか

け他との差別化を確立しながら，法令遵守や

透明性を持った企業経営を課せられている．

　すなわち，CSRは企業経営の基本的かつ受

動的な活動となっていることが理解できる．

その中で表１の変遷表に示したように企業ス

ポーツは，能動的かつ戦略的に社会へ働きか

けることができる装置としてCSRの親和性を

拠り所として継続していることが見受けられ

る．

図１　過去と現在の企業組織とアスリート
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３．アスリートのセカンドキャリアの
状況

　ITの発展は，会社業務を一変させている．

かつてのオフィッス内では電話で対応してい

たことが，ほとんどの業務をパソコンでおこ

なうようになってきており，仕事の「私事

化」が起こっていて，業務は個々の「カプセ

ル化」となっている状況がある．また，図１

のように組織のフラット化やリストラによる

人員削減で職場勤務時におけるアスリートの

教育係的社員の配置がなくなってきている状

況がある．

　一方で前述したように企業スポーツ運営の

なかで、アスリートたちは試合の合間を縫っ

て地域での次世代育成やさまざまなスポーツ

の普及・振興活動をおこなっている．彼らは

企業の顔となり，ステークホルダーとの直接

的なコミュニケーションをとり，社会のなか

で目には見えないレピュテーションを獲得し

ている．トップアスリートの無形的価値は，

１つには，地域でのスポーツ振興活動を実施

することにより，フェーストゥーフェースで

のコミュニケーションがなされている点で地

域社会に密着していることがあげられる．ま

た２つめには，メディア媒体などを通し，何

よりも世間からの認知度が高い点がある．３

つめには，そこに存在していることだけで，

人々に喜ばれることで共感を得やすいことも

あげられる．これらのことは，SEの要素と

の親和性があることが推察される．

　そこで，SEを育成するA社の具体的支援策

についてその取組を整理し、トップアスリー

トとSEの親和性について探ることとした．

４．A 社によるソーシャルアントレプ
レナー支援事業

　今回参考にしたA社の「社会起業塾」は，

2002年より開始され，2013年３月までに45の

団体がそのコースを修了し，そのうち39団体

が活動を継続している実績を持っており，日

本における先駆的な取り組みとなっている．

９月から３月までの７ヶ月を１期として１期

あたり３～５団体程度が経営指導などの支援

を受ける運営支援型の社会起業家支援プログ

ラムに位置づけられる．

　社会起業塾への参加は，書類審査とプレゼ

ン審査による２段階で選抜され，その観点と

して，１つには，タイミングの問題があげら

れ，事業として立ち上げ時期を中心に支援が

計画される．SEの活動は，（１）準備期，

（２）助走期，（３）離陸期，（４）成熟期の４

段階に分けられており，支援はこのうちの離

陸期に実施する．すなわち，事業がある一定

の進捗状況を持って達成されている成熟期

や，事業の実現が具体化されていない計画段

階である準備期や助走期の場合には，運営支

援が最適ではないと考えるものとなっている．

　もう１つの選抜の重要な基準に，社会起業

に対する強い思いの有無があげられる．事業

性や公益性，社会性は後から鍛えることがで

きるとも言えるが，社会問題を解決しようと

する強く真剣な思いがあり，腹をくくってい

るか否かが重要な審査基準とされている．

　このような審査によって選抜された団体が

A社の社会起業塾のメンバーとして，各種の

支援を受けられることになっている．社会起

業塾の実際の運営は，A社と特定非営利活動

法人B社による協働事業の形式をとり，それ

ぞれの強みやリソースを活かしたプログラム

が展開される．A社の支援内容は，実状にあ

わせた形で具体的に進められる．

５．まとめ

　今回のA社社会起業塾の内容を整理した結

果，いくつかのヒントが得られた．先ず１つ

めは，トップアスリートが暗黙知として獲得

しているSEとの親和性である．A社社会起

業塾では，合宿形式での問題解決力とマネジ

メント力の養成が運営支援プログラムの中心

であることが理解できた．これは，夢や興味

だけでビジネスとして成功を収めることは不

可能であり，社会起業家を育成するために
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は，具体的な事業の目標設定と実現のための

計画立案能力の習得が支援プログラムの中核

となることを意味している．この目標設定と

計画立案は，アスリートが競技力を向上させ

るために日常的におこなっている活動そのも

のと言える（松野ほか，2010；来田ほか）．

　アスリートは，オリンピックでメダルをと

ることや次の大会で優勝することなど，具体

的な目標を設定し，その目標を達成するため

の練習計画を立案している．その際，体力

面，技術面，心理面における現状の力を客観

的に分析し，長所を活かし，不足部分を補う

計画を立案して練習をおこなっている．さら

に，その達成度合いを確認しつつ，次の目標

や練習計画を再設定している．つまり，トッ

プアスリートは競技生活を通して，このよう

なスキルを高度にOJT（On the Job Training）

として訓練していると言え，スポーツの場面

での経験が，セカンドキャリアとしてのビジ

ネス場面への転用可能性を示唆するものであ

る．このことは，トップアスリートとアント

レプレナーとの親和性を意味するものと考え

られる．

　２つめは，社会起業家育成支援において

は，社会的な課題を解決しようとする強い思

いが重視されている点があげられる．企業ス

ポーツでは，CSRの観点から地域における次

世代育成など社会貢献活動に取り組み，スポ

ーツの持つ価値が経済的な有形価値だけでな

く，社会的に有用な精神的価値といった無形

価値も重視されるようになってきている．ま

た，アスリート個人においても，現役の選手

時代から競技を通して社会的な課題解決へ貢

献しようとする取り組みが生まれている．ト

ップアスリートたちが被災地を訪れ支援活動

をするなど，社会を構成する一員としての責

任と役割を果たそうとする事例が多く見られ

るようになってきた点があげられる．

　こうした傾向にあるトップアスリートに

は，現役選手時代から社会的な課題を解決す

ることに対する意識が芽生えつつあり，社会

に新しい価値を創出する可能性が高いと言え

る．また，ソーシャルビジネスとの親和性を

意味するものである．このことは，トップア

スリートがスポーツ活動を通じながら暗黙知

として潜在的な能力として備えられているも

のとして考えられる。その能力をどのように

転換していくか、あるいは汎用性の高いもの

として顕在化していくかのアスリート自身の

課題がある．また，現状はセカンドキャリア

として社会的課題の解決に向けた取り組みを

継続するためのしくみや支援体制の構築が十

分であるとは言えず，今後の大きな課題とし

て残されている．

　トップアスリートのセカンドキャリアとし

て社会的課題に取り組むアントレプレナーの

育成を支援するための課題については，今後

さらに検討していく必要がある．

付記
　アカデミックアワーで発表した内容とここで

の記載は､同志社大学スポーツ健康科学第６号

（2014年６月発刊　p38-46）の原著論文をまとめ

たものであり，研究報告したものである．共同

研究者：来田宣幸（京都繊維工芸大学大学院工芸

科学研究科），横山勝彦（同志社大学スポーツ健

康科学部）

文献
速水智子（2008a）社会起業家における長期的支

援と育成の体制について．日本経営教育学会

全国研究大会研究報告，（57）：70-73．

経済産業省「企業とスポーツの新しい関係構築

に向けて」企業スポーツ懇談会（2001）http://

www.meti .go.jp/report/downloadfi les/

g11122cj.pdf（2013年10月24日閲覧）

松野光範・来田宣幸・横山勝彦（2010）ライフス

キル教育開発プロジェクトの実践と課題─硬

式野球部の取り組みを事例として─．同志社

スポーツ健康科学，（２）：61-72．

文部科学省「スポーツ基本法（平成23年法律第78

号）（条文）」http://www.mext.go.jp/a_menu/

sports/kihonhou/attach/1307658.htm（2012年

びわこ成蹊スポーツ大学研究紀要　第13号12



11月22日　閲覧）

向山昌利・来田宣幸・横山勝彦（2013）人材育成

とスポーツ教育プログラムの構築─国際交流

スポーツイベントを事例に─．同志社スポー

ツ健康科学，（５）：28-38．

佐伯年詩雄（2004）現代企業スポーツ論．不味堂

出版：東京，pp. 32-83．

横山勝彦（2012）スポーツの組織文化と産業．晃

光書房：京都，p. 7．

吉田浩（2004）フェルディナンド・テンニエス．

東信堂：東京，pp. 12-67．

註
１）インキュベーション（Incubation）は，アイ

デア育成段階ともいう．保育器（インキュベー

ター）から派生した言葉で，アイデアも人間の

子供と同様に，どんな優れた素質を持ってい

ても，しかるべき保護を加えて育てなければ

ものにならないという意味．この段階でトッ

プマネジメントに課せられる役割は，①創出

されたアイデアを育成し，実践段階まで引っ

張っていく人材を見つけ出す，②プロジェク

ト推進のための権限移譲と経営資源の配分，

③社内保守派にプロジェクト推進の妨害をさ

せないようにすることにある．

２）社会企業家．事業を通じて社会問題の改善を

はかるために起業する人．

３）Corporate Social Responsibility：企業の社会

的責任．企業の責任を従来からの経済的・社

会的責任に加えて，企業に対して利害関係の

あるステークホルダーにまで企業活動をする

中で，自社の利益だけでなく，社会全体に与え

る影響や企業がおこなうべき社会貢献にも配

慮した行動を選ぶという企業の在り方を意味

する語．企業の社会的責任においては，利害

関係者といったステークホルダーとの関係が

重視され，企業の社会的責任に基づく活動は，

慈善事業とは異なり，企業活動の中でおこな

われる．
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